




地区整備計画

■壁面の位置の制限
　壁面や柱の面は道路境界線から

最低でも 1ｍ以上離すようにして

ください。地区によっては 2ｍ以

上離す必要があります。　

道路

住宅 住宅

1m 1m

　

■建築物の高さの最高限度又は最低限度
　地区によって最高限度

が定められています。

    基準より高い建築物は

建てられません。
15ｍ

■かき又はさくの構造の制限
　道路に面して「かき」や

「さく」を設ける場合、右の

条件を満たすように設置し

てください。

生垣の高さ
1.5ｍ以下

宅地

道路

御影石等

さくの高さ
1.2ｍ以下

宅地

道路

御影石等 植栽帯

道路境界
道路境界

①宅地盤から高さが 1.5ｍ以下の生垣で、
　道路側に突出しないよう管理できるもの

②宅地盤から高さ 1.2ｍ以下のさくで、道路側
　に植栽帯を設けたもの

道路側に突出しな
いよう、樹種・植
込位置を配慮する
こと

幅は特に規定
しない
設計の都合に
合わせ得る

生垣

1m

①住宅

②共同住宅

③兼用住宅

④集会場

⑤巡査派出所、公衆電話所その他

公益上必要な建築物

⑥前各号の建築物に付属する車

庫、物置等

①住宅

②共同住宅

③兼用住宅にのうち以下に掲げる

もの

（ア）学習塾、華道教室、囲碁教室

　 その他これらに類する施設

（イ）出力の合計が 0.2ｋw 以下の

　 原動機を使用する美術品又は 

　 工芸品を製作するためのアト

　 リエ又は工房 

④集会場 

⑤巡査派出所、公衆電話所その他

公益上必要な建築物

⑥前各号の建築物に付属する車庫、

物置等

①大学、高等専門学校、専修学校及

び各種学校 

②病院 

③店舗、飲食店その他これらに類す

るもので床面積の合計が 500 ㎡

を超えるもの 

④ホテル又は旅館 

⑤自動車教習所、床面積の合計が

15 ㎡を超える畜舎 

⑥作業場の床面積の合計が 50 ㎡以

下の工場

①大学、高等専門学校、専修学校及び

各種学校

②病院

③店舗、飲食店その他これらに類する

もので床面積の合計が 500 ㎡  を

超えるもの

④カラオケボックスその他これらに類

するもの

⑤マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、

勝馬投票券発売所、場外車券売場そ

の他これらに類するもの

⑥ホテル又は旅館

⑦自動車教習所、床面積の合計が 15

㎡を超える畜舎

⑧作業場の床面積の合計が 50 ㎡以下

の工場 ただし、沿道業務地区と一

体的な土地利用を図る場合は、沿道

業務地区の制限の扱いとする。

①マージャン屋、ぱちんこ屋、射的

場、勝馬投票券発売所、場外車券

売場その他これらに類するもの 

②ホテル又は旅館 

③国道 50 号又は都市計画道路 3・

4・11 来栖寺崎線に面する部分

において、1 階部分を住宅、共同

住宅、寄宿舎、下宿、その他これ

らに類する用途に供する建築物

①店舗、飲食店その他これらに類する

もので、床面積の合計が 10,000 ㎡

を超えるもの

②集会場、図書館、その他公共、公益

上必要な建築物

③前各号の建築物に付属する車庫、物

置等

地 区 の 区 域 面 積 約 27.6ha

地 区 の 区 分

( 名称・面積 )

専用住宅地区Ａ 専用住宅地区Ｂ 沿道サービス地区Ａ 沿道サービス地区Ｂ 商業集積地区沿道業務地区
12.7ha 1.8ha 3.9ha 0.8ha 3.5ha 4.9ha

次に掲げる建築物は建築できない。
次に掲げる建築物のみ建築すること

ができる。
次に掲げる建築物のみ建築することができる。

建 築 物 等 の

用 途 の 制 限
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建 ぺ い 率 － 6 ／ 10

建 築 物 の 敷 地

面積の最低限度
200 ㎡ 10,000 ㎡

壁面位置の制限

建築物の壁面から道路境界までの最低距離は、以下のとおりとする。

1.0ｍ
1.0ｍ

※都市計画道路 3・4・11 来栖寺崎線

に 面する部分は、2.0ｍとする。

1.0ｍ

1.0ｍ

建築物の高さの最高限度は次のとおりとする。
建築物の高さの

最 高 限 度 － 15.0ｍ
15.0ｍ 　

※国道 50 号に面する部分は 20.0ｍ
20.0ｍ

建 築 物 の 形 態

又は意匠の制限
屋根は傾斜屋根とする。外壁や屋根仕上げの色彩は原色を避ける。 外壁や屋根仕上げの色彩は原色を避ける。

かき又はさく

の構造の制限

道路に面する側にかき又はさくを設ける場合、周囲との景観形成に配慮する。 また、その構造については次のいずれかに該当するものでなくてはならない。

①道路側に突出しないよう管理できる高さ 1.5ｍ以下の生垣

②高さ 1.2ｍ以下のさくで、道路側に植栽帯を設け植栽を施したもの。

適 用 の 除 外

当地区計画に係る都市計画決定時において、建築物に関する事項のうち、以下に該当する場合には適用を除外する。

①現に存する建築物又はその敷地として使用されている土地で、「建築物等の用途の制限」「建築物の敷地面積の最低限度」「壁面の位置の制限」「建築物の高さの最高限度又は最低限度」「建築物の形態又は意匠の制限」

「かき又はさくの構造の制限」の規定に適合しないものを継続して使用する場合

②現に存する所有権その他の権利に基づいて建築物の敷地として使用するならば、「建築物の敷地面積の最低限度」の規定に適合しないこととなる土地の、全部を一の敷地として使用する場合。ただし、商業集積地区

は除く。

2.0ｍ
※都市計画道路 3・4・11 来栖寺崎

　線又は 3・4・12 鉄砲町石井線に

　面する部分は 10.0ｍとする。

※国道 50 号又は都市計画道路 3・

　4・11 来栖寺崎線に面する部分

　は 2.0ｍとする。

400 ㎡






